
 

 

謹啓  先生方におかれましては 益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さてこの度、下記の要領にて小倉薬剤師会学術研修会を開催いたします。 

ご多忙中、誠に恐縮とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席頂きますよう 

お願い申し上げます。 

謹白 

記 

【日時】   2017年 11月 14日（火）19：00～ 

【場所】   小倉薬剤師会館 ３階 研修室 

北九州市小倉南区富士見２丁目８番２０号  
 
【情報提供】 19:00～19:15 

TJ-43ツムラ六君子湯の作用メカニズムを探る（動画上映） 

                        株式会社ツムラ 
 

【ＰＳ】1. ヒューマニズム（倫理）：①-1・2  

2. 医薬品の適正使用（安全性、経済性）：②-118、③-28・30 
 

【特別講演】19：15～20：15 

座長  学術委員会 入江 利行  

『今後の在宅医療における漢方の役割』 

－がん支持療法としての漢方について－ 
 

演者  株式会社ツムラ 福岡製品情報課 課長   

藏内 浩二 先生 
                                           

 

＜講演会要旨＞  

 
在宅医療は厚労省の推進する地域包括ケアシステムの中でも重要な位置を占めていますが、このシステム

は今後 増加してくる認知症高齢者の生活をサポートすることを中心に考えられたものです。 
しかしながら、終末期におけるがん患者を支える事も今後の在宅医療としては重要な位置を占めるものと

思われます。特にがんそのものの治療に加え QOL の向上を目的とした支持療法においては、地域の薬薬連
携が大きな意味を持ちます。 
近年、がん支持療法としても漢方薬が用いられる機会が増えてきました。 
今回は、がん支持療法として用いられているいくつかの処方についてお話させていただきます。 
 

 

 

共催：（一社）小倉薬剤師会 
 株式会社ツムラ 

  

 


